
令和５年度 生涯学習推進施設運営委員会 

(兼)しまね学習支援プログラム推進委員会 議事録（概要）  

 

１．日時  令和５年１２月７日（木）１３：３０～１５：３０ 

２．場所  出雲合同庁舎５０１会議室 

３．議事  （１）令和５年度の事業実施状況について 

①社会教育研修センターの機能・役割及び業務について 

②人材養成研修［主催講座］について 

③しまね学習支援プログラムの取組状況について 

・しまね学習支援プログラム」の取組概要 

・「親学プログラム」の活用・普及状況 

・「地域魅力化プログラム」の活用・普及状況 

         ④令和５年度公民館等実態調査について 

⑤市町村支援の状況について 

⑥情報紙「しまねの社会教育だより」について 

⑦学習相談・教材貸出・視聴覚センター・放送大学について 

（２）令和６年度事業概要（案）について 

４．意見・要望等 

意見・要望等 回 答 

親学プログラムの開催状況について、スポー

ツ少年団や社会教育施設での体験の様子や実

施経緯についてお聞きしたい。 

職員が関わっているスポーツ少年団が縁で親学

プログラム研修を実施したケースがあった。また、

社会教育施設での事例は、施設の所長から親学プロ

グラムの体験を取り入れたいとの依頼があり、内容

を親子が一緒に体験できる活動に応用し実施した

ところ参加者に大変好評だった。 

親学プログラムの「研修の機会」ベスト３は

いずれも学校が研修の場所になっている。学校

の方で親学プログラムに対してどのような認

識を持っておられるか聞かせていただきたい。 

親学ファシリテーターが保護者にいる学校は親

学プログラムを研修で取り入れる声掛けがある。取

り入れたい場合は、ＰＴＡ研修の機会などに入れる

などの勧め方ができると考える。 

（学校関係者の委員による回答） 

保育所での親学プログラムのニーズはある

と思うので所長会等でアピールをもっとやっ

てほしい。保護者の育児への不安解消のために

も組織として入っていいける工夫をしてほし

い。また、小学校での保護者対象の研修はＰＴ

Ａ主催なのでＰＴＡの組織へ働きかけるとよ

いのでは。 

年度初めに県の園長会で親学プログラムを体験

していただく機会があり、このプログラムの魅力を

実感していただくことができたと思っている。今後

も、こういった機会をとらえ普及を図っていきた

い。 



家庭教育支援は大事で、今後無くなることは

ない。親学プログラムも変わりながら広げてい

く方法を考えていく必要がある。 

実態や要望に応じてアレンジプログラムとして

の活用する事例も増えている。また、そういったプ

ログラムをセンターＨＰに掲載し普及を図ってい

る。 

親学プログラムについて、学び方について動

画テキストなど、新しい学びの形を作っていく

とよいのではないか。 

現場の声や実態を踏まえながら新しい学び方が

提案していけるよう取り組んでいきたい。 

公民館等職員研修５回シリーズについて、研

修回数が多いため参加しにくいことにより受

講者が少ない課題をセンターとしてどのよう

に捉え次年度の計画をしていくか説明してほ

しい。 

研修に参加した方の活躍の様子を紹介すること

で研修の意義を伝えるとともに、質を確保しつつよ

り参加しやすい研修の在り方を模索していきたい。 

公民館等職員研修５回シリーズについて、開

催時期を年度で変える等、参加しやすい時期に

ずらすことも検討してはどうか。あわせて、広

報の仕方についても見直してみてはどうか。 

公民館等実態調査では、研修参加回数は市町村に

よって差がある。担当課の考えによるところが大き

いと思われる。担当課へ働きかけながら各市町村の

年間スケジュールに配慮しながら日程調整にあた

っていきたい。広報については、ＨＰへの掲載や市

町村担当課と連携しながらより多くの方に周知で

きる仕組みを考えていきたい。 

センター主催の研修には県内で１カ所でし

か開催しないものあるが、県内数カ所で開催す

る等参加しやすいものにならないか。 

ライブ配信、オンデマンド配信も併用した開催も

視野に受講機会の充実を図っていきたい。 

人材育成が進んでいれば、「公民館等実態調

査」の人材育成の項目で評価が上がっているは

ずであるが結果はどのような様子か。 

参加された職員の満足度は高い。参加して終わり

ではなく今後の取組が大切と考えている。 

地域学校協働本部事業についてなどは、コー

ディネーター研修で踏まえておられるか。 

地域学校協働活動の推進も踏まえながら研修を

企画している。今後もそのように進めたい。 

現場の忙しさなど踏まえると、コミスクの様

子などまた取り上げ紹介していただけるとい

い。 

研修内容を検討する際に参考にしたい。 

 


